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 パウロがイエズス様の誕生を次のように表し

ております。 

「主は豊かであったのに、あなたがたのために

貧しくなられた。それは主の貧しさによって、あ

なたがたが豊かになるためだったのです。」 

（2 コリント 8, 9）  

 

それは誕生についてだけではなく、イエズス

様の一生の全てを意味づけている言葉です。

全ての人に救いの手を伸ばすために、馬小屋

で生まれました。 

分かりやすい言葉で言えば、靴に泥がつい

ても平気で入られるところです。 

イエズス様に会うために、どんな人も近づける

姿です。その後は殺されそうになり、難民として

エジプトに逃げなくてはならなくなりました。言

葉もできなくて、困難な生活を強いられた外国

の地でした。大工の仕事をしていたヨセフもお

そらく仕事を見つけにくかったことでしょう。それ

は、現代の難民も仕事のない人の悩みに寄り

添い理解するイエズス様の子供の時の体験で

す。またナザレに戻ってからも、小さな町の

人々から願われた仕事も少なかったし、毎日

の生活は簡単ではなかったでしょう。 

そのような状態にいる人々をも理解し、同じ

経験をしたイエズス様は温かいまなざしで見

守ってくださいます。神様に託された大事な使

命を持ちながらも、30 歳まで素朴な生活を送

っていました。それはまさに、私たちに家庭生

活がいかに大切であるかを示してくださったの

です。まさにイエズス様は、家庭の中で育てら

れ大きくなったのです。これも現代のクリスマス

に大切なメッセージです。 

公生活を始めてから、今まで相手にされて

いなかった人々を相手にして、罪人とされた聖

マタイのような人を自分の弟子にする。さらによ

いことを安息日にしようと思って、病人を直した

りすることも批判されました。そのようにしてイエ

ズス様は何も恐れずに自分を与えて、困って

いる人を助けました。十字架につけられた時に

同じ罰を受けている犯罪人に、一緒に楽園に

いると約束されました。そのとき十字架の下で、

評判の悪い女の人の愛情と憐れみを受けとめ

ました。そのためにも、復活して一番最初に現

れるのはマグダラのマリアにです。復活されて

から、田舎者で教育がそんなにない弟子たち

を全世界に自分の代わりに遣わしました。イエ

ズス様はすべての人のことを考えておられます

が、特に小さい者、困っている人を心に留めて

おられるのです。それはまさにクリスマスのメッ

セージです。私たちがイエズス様に感謝する

だけではなく、同じ生き方を自分の生き方にし

て尽くしていくことによって本当にクリスマスを

祝うことができます。 
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私は、生後間もなく洗礼を授かりました。私

自身は何の苦労もなく教会の家族に加えてい

ただき、今に至っています。 

こんな私に大切なご聖体奉仕が務まるのか

不安でしたが、人生の終活に向かう前にもう一

度キリストと真摯に向き合うチャンスをいただけ

ることに感謝し、お引き受け致しました。 

まだまだ力不足ですが、心だけは込めてご

奉仕したいと思います。ご聖体を待っていらっ

しゃる方々の足となり、喜びを分かちあえます

ように。 

この度、聖体授与の臨時の奉仕をさせて

頂くことになったＫと申します。よろしく

お願いします。 

ご聖体はいただくと思ってきました。し

かし、奉仕者をさせていただくことを通し

て、私自身の信仰を見直し深めていきたい

と思います。 

よろしくお願いします。 

マルガリタ・マリア 

ＭＭ 

アシジのフランシスコ  

ＳＫ 

11月 12日に、聖体授
与の臨時の奉仕者の任
命式が行われ、幟町から
は、新たに 2人の方が任
命されました。 
 大切なご奉仕を、どう
ぞよろしくお願いしま
す。 
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七五三の祝福 
 

11月12日、ミサの最後に七五三の祝福が行

われました。 

前段にて聖体奉仕者の任命式があり、白浜司

教の司式でした。 

 申込者が3名と少なく、当日になり「子供

さんは何方でも♪」と呼びかけられ、乳幼児も

含め10名近くの祝福になりました。 

子供たちの親御さんの多くが、つい最近まで

教会学校のリーダーをしていた方のようで、世

代が引き継がれているようです。 

 

… 翌週のミサの最後のお知らせで、ヴィタリ神

父より指摘がありました。 

「毎週、教会学校を開催することにしました」が、

「今日、リーダー達は来ているのに子供の姿がほと

んど見当たらないです」「どうか教会に連れて来て

ください、いろいろ事情があるとは思いますが教会

の将来が心配です」と。（の） 

 

 

 

 

                         

私の葬儀もお願いします 

 葬儀奉仕グループ ＭＮ 

 

グループ発足時の先輩信徒さん方の御苦労

を思い、突然の訃報にもかかわらず 長年ご奉

仕を続けられた方々に本当に頭が下がります。 

私事ですが 洗礼を受ける決心をしたのは あ

る日の夢でした 

大聖堂で私は自分の葬儀を上の方から見て

いました。家族、友達とたくさんの人たち。私の

人生も楽しいものだった！ 

その時の幸福な感覚が受洗へ繋がりまし

た。葬儀の手伝いをさせていただけるとは思っ

てもいない頃です。 

現在、14 名が予定の立たない訃報にも幸い

駆けつける事が出来、神父様のご指導に従

い、各々の担当で奉仕しております。 

教会にはさまざまな奉仕の場があります こ

の部分なら手伝えると思って下さる方、私たち

と一緒に教会共同体の家族を御送りする奉仕

をしてくださる方をお待ちしています。 

教会に集い活動する方々に、思いや活動の状

況などを語ってもらいます 
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編集後記 世情？：クリスマスって 
12 月に入る前から師走商戦、クリスマ

ス商戦が始まり、マスコミも街も賑やかです。
私たちは神様からの最高のプレゼント、想いを
込めた御子の形でメッセージを下さったことに
感謝のミサを捧げます。 
 教会でのクリスマスの話をしていると、若い
女の子「へぇ～教会でも クリスマスをお祝い
するんですか～」って、…世情でしょうか？（の） 

クリスマスと新年のミサ 
主日のミサ 

12月24日（日） 

7:30、9:30、14:30(英語) 

クリスマスイブ 

12月24日(日) 

第1ミサ 18:00～（エリザベト音大聖歌隊） 

第2ミサ 20:00～(市民聖歌隊) 

※ 第1、第2ミサとも手話通訳付き 

クリスマス 

12月25日(月) 

夜半ミサ 0:00～（英語ミサ） 

日中ミサ 10:00～、14:30～(英語ミサ) 

年末年始ミサ 

12月31日(日) 

祈りの集い 23:00～ 

一年を思い起こして感謝しましょう 

1月1日(月) 

神の母聖マリア祭日・世界平和の日 

平和祈願ミサ 0:00～、11:00～ 

サント・ニーニョのお祝いミサ 

1月21日(日) 

7:30～、9:30～（14:30 からのミサはありま

せん） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東広島教会のミサ 

クリスマスイブのミサ 

12月24日(日)19:00～ 

クリスマスのミサ 

12月25日(月)10:00～ 

元旦のミサ 

1月1日(月)10:00～ 

 

 
カトリック幟町教会 
 

〒730-0016  広島市中区幟町4番42号 
電話     082-221-0621 
ファクス   082-221-8486 
ホームページ http://noboricho.catholic.hiroshima.jp 
 
東広島教会 
 
〒東広島市高屋高美が丘5-5-1 
電話 082-439-0520 

ミサの時間 
日曜日 7:30、9:30、14:30～（英語） 
第1日曜日 16:00（ポルトガル語） 
第3日曜日 11:00（ベトナム語） 
月の最後の日曜日 17:00（スペイン語） 
平日 7:00  金曜日 7:00、10:00 
土曜日7:00、18:00（主日） 
 
東広島教会 
日曜日 9:00 

主任司祭 ヴィタリ・ドメニコ 神父（イエズス会） 
助任司祭 服部大介 神父（教区司祭）  協力司祭 ベッラ・アルベルト 神父（ミラノ外国宣教会） 

大西 勇史 助祭（教区助祭）  シスター 小野島照子（援助修道会） 


